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れた 「革命」 に抵抗 した士族たち ―

明治維新 は 〃尊皇凄夷 〃を旗 印 として、諸藩 く薩長土肥が 中軸)の 武士 の活躍

によって成 し遂げ られた。 しか し、明治新政府の施政方針 は彼 らの思 い描 いて い

た社会 とはまった く反対方 向に歩み始 めた。版籍奉遠、秩禄処分、廃藩置県、徴

兵令、地租改正、廃刀令等…、矢継 ぎばや に改革が断行 されて、武士 の拠 って立

つ基盤 を根底か ら破壊 されて いった。武士 身分 の呼称 は 「士族」 として残 された

ものの、 日々の生活 は窮乏を極めた。その不平不満 はそれぞれ に異な って いたが

、新政府への怨瑳の声 は全国に満 ちあふれていった。

では、それ ら諸改革が どのよ うに士族 を追 い詰めて いったのか。

●版籍奉違 (明治二年二月)

版籍奉還 は、幕落時代 の諸大名の領地 と人民を朝廷へ返還 を命 じた もので、同

時に大名の家 臣団の家禄 を大幅 に削減 させた。徳川宗家は もっ とも悲惨で、八百

万石 といわれた総石高 を駿河 ・遠江の七十万石へ移封 させ られ、旗本 ・御家人三

万数千人の大半が無禄 (無給)と なった。大名は 「藩知事」 の称号 を得たが、高

禄 の家 臣たちは削封 の上、土地 ・人民の支配権 を奪われた。

身分制度では、公家 ・大名 (藩主)は 【華族】、武士 は 【士族】、足軽 ・仲間

は 【卒族】、農 ・工 ・商 人は 【平 民】 と規定 した。卒族 はのち士族 と平民に分 け

られて、その呼称 は消えた。

●廃藩置県 (明治 四年七月)

明治新政府は中央集権 を確立 し、全国統一 を果たすために廃藩置県 を強権 をも

って断行 した。藩知事 (諸藩主)を 東京へ移住 を命 じ、その領地 と人民を切 り離

し、 また家 臣団 との主従 関係 を解消 させた。藩知事 を廃止 して、代わ りに中央政

府か ら 「県知事」 を派遣 した。始 めは三府 ・三百六県 を数 えたが、そ の年 に三府

・七十二県 に整理 した。 これ によって士族 は藩 とい う帰属す る位置 を失 い、 中央

政府や地方機関に就職 の伝手 を求めて、役人勤務 の道 を選ぶか、帰農す るか、商

工人へ転向をせ ざるを得な くなった。

戸籍法改正 によって、平民にも苗字 を名乗る ことが許 され、士族が玲持 とした

特権 を奪われたが、 もっとも彼 ら士族 を激高 させたのが 「徴兵令」であった。

●徴兵令 (明治二年十一 月発布)

提案者 は兵部卿大村益次郎である。大村 は近代 国家 を形成す るにあたっては兵

制改革が急務であ り、それ には国民皆兵 の制度が必要だ と考 えた。四十万の士族

を常備軍 に編成す るには、財政的基盤が貧弱だ つたか ら、平 民 (農工商)か ら国

民の義務 として徴兵す る制度 を確立 しよ うとしたので ある。

しか し、徴兵令 は士族 ・平 民の双方か ら激 しい抵抗運動が巻 き起 こった。戊辰
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戦争 を命懸 けで戦 った官軍士族 にすれば、新政府か ら優遇 を受 け、俸禄 も安堵 さ

れ る もの と思 っていた。 しか るに俸禄 を削 られた上 に、士族の士族たる由縁 の兵

権 (武権)ま でが奪われ、 ド ン百姓 と蔑んできた農民や職 人 ・商人 と同列 に兵役

に就 くことな ど断 じて容認できなか ったのである。国民皆兵 に反対す る士族 は大

村卿晴殺 に止 ま らず、長州落 にお いては兵制改革 に不満 をいだ く藩兵の脱退騒動

が起 こつている。

一方、平民にとって も武権 は士族 の ものであ り、兵役な ど考 えて もみなか った

事柄で あつた。明治五年十一 月一 日に 「全国徴兵の記」が公布 されたが、その中

に 「凡そ天地の間一事一物 として税 あ らぎるはな し。以て国用 に充つ。然 らば則

ち人たるもの目よ り心 力を尽 くし、国 に報ぜ ざるべか らず。西人 これ を称 して血

税 と云ふ。その生丘 を以て国に報ず るの謂れな り」 とあった。

この 「血税、生血 を以て国に報ず る」 を誤解 (生血 を搾 り取 って外 人の飲料 に

す る)し た庶民、 ことに農民の血税騒動 として徴兵反対の一揆が、名東県、小倉

県、北条県、大分県、香川県下な ど各地 に続発 した。

士族 も反対、平民 も反対。 にもかかわ らず両者 は共 同戦線 を張 る ことはなか っ

た。不思議な ことに、士族 は庶民の徴兵反対 を鎮圧す るために動員 され、 これ に

応 じて いる。福 岡県下では士族が動員 され、血税一揆 の人民を殺傷 した数 によっ

て懸賃金 を出 して奨励 した という。

●地租改正 (明治六年七月公布)

大名や武士の領有 した土地か ら民衆 の土地所有権 を認め、その土地の地価 を定

めて租税 (地租)を 徴収す る制度で ある。土地所有者 には地価 を記入 した地券 を

発行 し、地価 に対 して地租率 3パ ーセ ン トを金納で納税 させた。 田畑 を耕作す る

農民は これ までの現物納税か ら金納 となれば、生産品を売却す る手問 もかか り難

儀 な ことだ った。 しか も、 これ までの年貢総額 を減 じてはな らぬ、 という政府の

命令で あ り、地価額 も一方 的に押 しつ けた例が多か った。 これ に不服な農民に対

しては 「官の決定 に抵抗す る者 は朝敵であるか ら、皇 国の地 に住 む ことを許 きな

い」 と威嚇 した。

明治御一新で減税 を期待 して裏切 られた農民は、地租改正反対の一揆 を起 こし

た。明治九年の蜂起 は激 しく、つ いに政府 も翌年一月、地租率 を 2・ 5パ ーセ ン

トに引き下げ、 「竹槍でチ ョイ と突き出せ三分五厘」 の川柳が出た。

●金禄公債 (明治九年八 月)

華族 ・士族 にはそれ まで家禄 ・賞典禄 (維新の功労禄)が 支給 されて いたが、

これ を金禄公債証書 を発行 し、その利息 を以て支給す るもの。士族 は版籍奉還 に

よって家禄 を十分 の一 に減 らされ、高禄取 りの士族以外 はみな生活 困窮 に喘 いで

いた。政府は帰農や商人に転向す る士族 には一時賜金 を設 けた り、華士族で賞典

禄百石未満の者 には奉違 を許可 した。奉還者 には、永世禄 には六ケ年、終 身禄 に

は四ケ年分 を、現金半分、公債半分で渡 し、公債利子 を八分 とした。奉還者は明

治七、八、九年の三ケ年で総計九万五千人、その奉還禄高は百十一万五千石 に達
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した とい う。その公債 もやがて商人や高利貸 しの手 に流れていった。

金禄公債の利子 で悠 々 と生活できたのは、華族 (公家 ・大名)と ほんの一部 の

士族だ けであつた。

●廃刀令 (明治九年三月)

先祖代 々の家禄 を奪われ、武士の玲持たる兵権 をも失 った士族 に止 めを刺 した

のが 「廃刀令」であろ う。最後 に残 された士族の唯一の誇 りである、 「武士の魂

」 を腰 にできな くな った悲憤 は想像す るに余 りある。

大礼服 の着用並び軍人、警察官等の制服着用の者以外 は禁止 とな り、違反者 は

その刀 を没収 された。 しか し、なかなか永年の習慣 は断ち切れず 、仕込み杖 に捺

えた りして手放 きなか った。なか には帯刀 に執着 して軍人や警察官 を志願す る者

も多か った。
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以上のよ うな明治新政府 の諸改革で、士族 の多 くは家禄 を失 い、そ の特権 を次

々 と奪われ、 日々の生活 は困窮 に落 ち入 っていった。むろん、薩摩 ・長州 ・土佐

・肥前の維新の原動力 とな った雄藩の士族 の中には、朝 臣 として新政府の要職 に

就 いた者が多 く、 とくに 「薩長 閥」が著 しか った。

しか し、そ もそ も工政復古 の維新事業は全国の勤王志士が 〃尊皇擦夷 〃をス ロ

ーガ ンに成 し遂げた革命で あった。 ところが、新政府 は 「開国欧化」策 に舵 を切

り、西洋文明を積極的に取 り入れて 〃文明開花 〃を標傍 した。西欧列強が取 り巻

く当時の 日本周辺の事情か ら止 む得ない ことだったが、 〃優夷 〃派の士族 は これ

を裏切 りと見た。

それ ら優夷派士族や新政府 に採用 されなか った不平不満の士族 は、その生活 困

窮 と相侯 つて、次々 と新政府 を震撼 させ る事件 を引き起 こした。

●参議 ・横井小補 の晴殺

明治二年一月五 日、参議横井小楠が宮 中か ら退 って くる途 中、京都寺町通丸太

町で刺客 に襲われて斬殺 された。新政府初 めての大官暗殺で あった。刺客は五 人

、 いずれ も篠夷派の士族 ・郷士たちで、暗殺 の理 由は 「洋説 に耽溺 し、終 に耶蘇

教 を弘張の志 これ有 るかな に巷説」か らという。キ リス ト教 を布教 しよ うとい う

志が ある とい う噂 を聞 いて暗殺 した というのである。

犯人は捕 まったが、彼 らに同情す る声が多 く、 「刺客 らを寛典 に処 し、死一等

を減ぜ られ るよ うに」 とい う嘆願書が政府 に殺到 し、政府部 内で も助命運動 をす

る者 さえあった。処刑が決 まったのは翌年の ことで、十月十 日に極刑 (上日立夫

ら四名、斬首の上臭首)に 処せ られた。

●兵部野 ・大村益次郎の晴殺
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明治二年十一月五 日、大村 は兵制改革の準備 のために京都三条木屋町の宿舎 に

滞在 中、刺客 に襲撃 されて刺 された。刺客か ら逃れて風 呂桶 に隠れていたが、傷

田が化膿 して敗血症 にな った。大阪府 の病院に運び蘭医ボー ドイ ンの診察 を受 け

る と、ただちに切断手術 を主張 した。 しか し、 当時大官の手術 には必ず勅許 を仰

ぐことにな ってお り、そのため時間 を費や し手遅れ となって死亡 した。

刺客 は 「国民皆兵主義 をもって、士族 の常職 を剥奪す るものである」 とす る団

伸次郎、神代直人 ら長州奇兵隊及び十津川親兵隊の脱走士族であった。 この暗殺

犯の背景 には京都弾正大忠 の海江 田信義がか らんでいた といわれ、 また同情 を寄

せ る者が多 くあ り、断罪 はおおいにもめた。海江 田は薩摩藩士で 「生麦事件」で

英 国人 に止 めを刺 した根 っか らの擦夷派で、大村 とは戊辰戦役では ことごとく対

立 し、犬猿 の仲だった とい う。

● 山 口脱退兵事件

明治二年十二 月、山 口藩の兵制改革、諸隊解散の断行 に不満な遊撃隊の隊士二

千名が大量脱退 した。 この事件の思想的主体 は大村晴殺 と同根で ある。 山 口藩は

諸隊 を解散 し、新たに精鋭 を選抜 して常備軍四個大隊 を編成 した。幕末維新 に有

名 を馳せた奇兵隊、遊撃隊の隊士 は こぞ って この兵制改革 に反対 し、翌年一 月、

隊士一千名が突如 山 日の藩庁 を包 囲 した。 この挙兵 に年貢軽減 を求める農民たち

が蜂起 し、加わ った。指導者は人望が あった大楽源太郎だつた。

参議木戸孝允 は急還帰国 し、豊浦、徳 山、岩国、清末の各支藩兵 を率 いて、脱

退兵 を討伐 した。維新戦争 を共 に戦 った者 同士が殺 しあい、彩 しい死傷者 を出 し

た。叛乱鎮定後、幹部三十五名 を新首 し、死体 を古井戸 に投げ込む とい う残酷行

為 を した。大楽は逃れて、久日米へ潜入 し、再度 の挙兵 を計画す る。

●雲井鵡雄事件

雲井 は米沢藩士で本名 を小島龍三郎 といった。佐幕派の間将 として奥羽諸藩 を

連合 させ るな どして抵抗 した有名な男であった。明治二年、上京 して衆議院に入

り、 しば しば献策す るが、賊将の経歴か ら相手 にされず、 まもな く退院 を命 じら

れた。政府 に悪感情 を抱 いた雲井 は 〃帰順部 曲点検所 ″を開設 し、表向きは諸藩

の徒 を鎮撫す る とい う大義名分 を掲 げ、 じつは同志 を耕合 して政府転覆の陰謀 を

企てた。その主張 は 「薩長がみだ りに錦旗 を動か し、徳川氏 を冤罪 に陥れ、姦謀

を以て会桑二番 を排除 し、三政復古の美名の以て、政権 を独 占せん とす る。我が

一 身を批 ち、誓 って徳川の冤 を雪がん」 といい、東国の志士 を糾合 して天下 の為

に二賊 (薩長)を 倒そ うとい う計画で あつた。

薩長土肥 の藩閥専制政治 に不平不満の士族たちが続 々 と結集 し、合計二万五千

人に膨れ上が った。維新戦争で朝敵 にされた諸藩 の士族や、欧化政策やキ リス ト

教布教 に憤激す る擦夷派士族 たちで、雲井 のクーデ ター に一緩の望み を託 したの

である。 しか し、明治三年四月、事件 は発覚 し、雲井一味は一網打尽 にな った。

雲井は新首の上、集首。その他十一人は斬罪 に処せ られた。雲井寵雄 は二十七

歳、凄 ま じい拷間にも同志 の名を自状 しなか った とい う。
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●愛宕事件 (久日米事件)

大楽源太郎は久留米に潜入 し、同志の久留米藩士や熊本藩士高田源兵衛 (川上

彦斎)ら と再挙兵を謀った。まず久留米藩主有馬頼威 (よりしげ)を 説得 し、次

に公卿愛宕通旭、外山光輔、沢宜嘉を説得 して一味に引き入れ、山日、久留米、

熊本、土佐、小倉、柳川、秋田、越後の広範囲にわたる士族を結集 し、一挙に政

府転覆を謀るという大がか りな計画だつた。その思想的根拠は 「王政復古の後は

堂上方が政権を執 られるべき害なのに、却って非役 とな り、官僚の横暴は目に余

り、百姓一揆が所々に起 こっている。凡そ人民の困窮は物価騰貴で、これは外国

貿易によって生じている。 これは先帝 (孝明天皇)を 煩わさせた爆夷を決行せず

に、維新後は外交を厚 くしたことが原因である」 という復古的、保守的、醸夷的

思想を基盤 とする反動の激発であった。

明治二年五月二十 日が、一斉挙兵の 日であつた。 しかし、各地の準備が整わず

に延期 した。内輪 もめもあり、政府の詮議 も厳しくな り、大楽は隠れ家を転々と

逃げ回つていた。そのうち、公卿の沢が動揺 し、有馬も政府か ら謹慎を命ぜ られ

た。久留米落では嫌疑を避けるため、大楽を偽っておびき出し暗殺 した。

首魁 ・大楽の死で計画は頓挫 し、謀略に関わった者は一斉に逮捕された。主な
一味の処分は次のようになった。

久日米藩主 有 馬頼威 閉 門

久日米落士 小 河真文 斬 罪

肥後藩士  高 田源兵衛 斬 罪

柳川藩士  古 賀正幸 斬 罪

秋月藩士  初 岡敬二 斬 罪

公卿

公卿

公 卿

愛宕通旭  自 刃 を命ぜ らる

外 出大輔  自 刃 を命ぜ らる

沢 宜 嘉  閉 門後 自刃

●広沢真 臣 ・前原一誠襲撃事件

明治 四年一月九 日の未明、新政府の大立者で参議 ・広沢真 臣が刺客 に基われて

殺 害 された。同 じ日同 じ時刻、萩 の 自宅で就寝 中の前参議 ・前兵部大輔 の前原一

誠 も襲撃 された。前原 は暗やみに身を潜 めて無事 だったが、二つの襲撃事件は同

時に起 こっている ことか ら、計画 的な晴殺 だ った らしい。

それ に両方の事件 とも犯人が分か らず、迷宮入 りとなった。 これ までの不平士

族 による犯行ではな く、政府 内の暗闘が原 因 といわれ、その黒幕は同 じ長州閥の

木戸孝允だった といわれて いる。広沢 は長州閥を代表す る実 力者で、頭脳 といい

学識、政治 力 といい、新政府 を率 いる最高頭脳で大 いに将来 を嘱望 された人材 あ

った。

前原 は吉 田松陰の松下村塾 の四天王の一人で、久坂玄瑞 ・高杉晋作 ・吉 田稔麿

と並び称 された男で ある。前名 を佐世八十郎 といった。幕末維新 の戦争で は著 し
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い軍功 を挙 げ、明治二年七月従 四位 とな り、参議 に任ぜ られている。参議 にな っ

たのは木戸 よ りも早か った。

長州 を代表す る四巨頭 (大村益次郎、広沢真 臣、木戸孝允、前原一誠)の 二人

が晴殺 され、木戸 と前原の二 人 とな った。脱退兵の乱では、 当時、兵部大輔であ

った前原は大楽源太郎 らを説得 して、暴発 を止めるつ も りだ った。それ を木戸 は

自ら出向いて討伐 し、死体 を古井戸 に投 げ込むよ うな残虐行為 を した。

政府の権威 を示す ため とい う木戸の冷酷 さに、西郷流 の温情主義の前原 は肌が

合わず対立 した。長州閥の指導者 同士の勢 力争 いで あった。ある 日、長州か ら腹

心の某がや つてきて、 「山 口では乱 臣が潜伏 し不穏 な状況です。藩主が心配 し、

至急 に貴下 に藩 に帰 って もらい、藩 の改革 をしていただきた い との ことです」 と

告 げた。前原はそれが藩主の意志だ とい うので、す っか り信用 して しまい、兵部

卿 を辞 して萩へ帰 った。その途 中、大阪の天保 山で刺客 に襲われたが、 この時 も

運 よ く難 を逃れた。不思議 な ことだな と思 いなが ら、帰国 してみ る と、藩主は前

原 を帰国させ る意志な どまった くなか った と知 り、謀略に嵌め られた と悟 った。

か くて木戸 と前原 は互 いに仇敵視す る ことにな り、やがて萩の乱 となる。

●佐賀 の乱

薩長土肥 の肥前藩の代表者 ・江藤新平 は参議 ・司法卿 として、近代 司法制度 を

整備 した有能で傑 出 した人物で あった。明治六年、征韓論 に敗れて西郷隆盛 らと

共 に下野 し、改郷 の佐賀へ帰る と、征韓論 を支持す る士族や島義勇 を支持す る憂

国党が江藤 を待 ち受 けていた。佐賀士族 の薩長専制 に対す る反発 は激 しく、彼 ら

は江藤 を政府打倒 の首領 に担 ぎあげた。

江藤 は旧藩校弘道館 に 「征韓先鋒請願事務所」の看板 をかかげ、兵器 を集めて

挙兵 の準備 を整える とともに、薩摩 の西郷、土佐 の林有造 に密使 を飛ば して、 と

もに決起せん ことを説 いたが、呼応 の返事 はなか った。明治七年二 月一 日、憂国

党が小野組 の支店 を襲撃 して金穀 を掠奪 し、叛乱 の狼煙 をあげた。

政府 はただちに熊本鎮台 に出兵 を命 じ、軍事 ・裁判の全権委任 を受 けた内務卿

大久保利通が 自ら博多 に乗 り込んで討伐 の采配 を揮 つた。 さ らに大阪、広 島の鎮

台 を出動 を命 じた。江藤 ら反乱軍二千五百名は佐賀城 を攻 めて、県令岩村高俊 を

敗走 させ たが、新鋭装備 の政府軍が進撃 して くる と、摩夷主義の旧式士族軍はひ

とたま りもな く敗れ、江藤 と島は早 くも佐賀 を脱 出 しなければな らなか った。

江藤 は鹿児島へ逃れ保護 を求 めたが ことわ られ、 日向か ら伊予へ渡 り、土佐ヘ

潜入 して林 を訪ねたが、 ここで も保護 を拒否 された。やむな く海岸沿 いに阿波 に

入 ろうとした ところ、二月二十九 日逮捕 された。島は二 月七 日、すで に鹿児島で

捕 らえ られて いた。

大久保 は佐賀 に臨時裁判所 を開き、 司法卿時代 に江藤が立案 した 「新律綱領」

の謀反の罪 によ り、江藤 と島は新首 の上、臭首 に処 した。

●神風連の乱

明治 九年十 月二十四 日夜、大 田黒伴雄 を首領 とす る 〃神風連 〃の百七十名は熊
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本鎮台 ・県庁 を襲撃 して鎮台司令官種 田政明、同参謀高島茂徳、県令安 岡良亮 を

斬殺 した。大 田黒 は熊本郊外 にある新 開大神宮の宮 司で、林桜園に国学 と神道 を

学んだ肥後勤王党 の一方 の旗頭で もあった。彼 ら敬神党 (神風連 は綿名)は いず

れ も頑迷固腫な国粋主義者で、欧化政策や廃刀令 には憎悪 した。

決起 の 日時は太 田黒が新開大神宮で宇気比 による神意 をきいて決定。一同は二

種の神器 の写 しを懐 中に納 め、小 さな鏡 を袋 に入れて首 にか けた。手 にす る武器

は刀 と槍 のみ、西洋臭 い鉄砲 は禁物で あった。最初 は砲兵営 を襲 い、小銃 のない

のを幸 いに百余名 を斬殺 したが、小銃 を手 にした歩兵隊が応戦 しは じめる と形勢

逆転、大 田黒以下三十八名が戦死 した。党員たちは 「死 んで護国の鬼 となる」 と

い う大 田黒の最期 の言葉 に従 って、めいめい場所 を選 んで 自決 した。

●秋 月の乱

神風連の乱 に呼応 して、 旧秋 月藩士宮崎車之助 ら四百人の士族が、征韓問題の

政府の措置 を非難 し、国権拡張 ・対外進取政策 を主張 して蜂起 した。 しか し、戦

略 目的 もな く、ただ山中を駆 け回つただけで、小倉歩兵第十四連隊 にあっさ りと

鎮圧 された。指揮 した連隊長心得 は、 当時二十八歳 の乃木希典少佐だ った。

●萩 の乱

前原一識 を首領 とす る士族二百余人の萩 の乱 は、思想的には奇兵隊事件 と同一

の もので、そ の継続的な暴発 とみる ことができる。前原 はい う。 「士族の常職 を

解 き、禄券 を製す るや、廟堂の諸公のいふ らく、士族 固題に して不平 を鳴 らす も

のあ らば、之れ を討伐す るに兵力 を以てす れば可な りと。咄 (おや)、 我が四十

万の士族果た して何の罪が ある」 と朝鮮問題、地租改正、樺太交換 問題、士族問

題の政策 を批判 し、 これ を攻撃 した。突き詰めれば、 これ もまた守 旧派士族の叛

乱であつた。

「前原一誠 をたた くと吉 田松陰の音がす る」 と部論 されたよ うに、前原 は松陰

の尊皇壊夷精神 に心酔 し、その後継者 たる ことを自負 してお り、政府の要人 も官

吏 もみな西洋かぶれ して いる ことに我慢がな らなか った。松下村塾 に学んだ木戸

や伊藤 (博文)ら は松 陰先生の精神 に反 した ことばか りや っている。 これ を是正

せねばな らん、 と考えていた。そ こへ藩 閥政治 の打倒 を使嫁す る壮士たちが続 々

と萩 にや ってきては、前原 に挙兵 を促 した。その中には政府の密偵 もいて、前原

の言動 は逐一報告 されて いた。

明治九年十 月二十四 日、熊本の神風連が決起 した。二十六 日、明倫館講堂 に前

原党八十余名 を集め、山 ロヘ進撃 し県庁 を占領 したのち東上 し、政府要人の交代

を開下 (けつか 。天子 の こと)に 秦上す る と宣言 し、翌 日、表門に 「殉国軍」の

門標 をかかげ、その夜、沖原製銃所 を襲 つて銃器 を奪 った。

二十八 日、集合 した百余人の同志 と山 口へ向かお うとした矢先、熊本 ・秋 月の

乱 はすで に鎮定 したか ら、す ぐに解散す るよ うに との関 口県令の使者がや って き

た。前原 らは これ を山 口に鎮台兵が進 出 してきている と、早合点 して、山 口への

進撃 を中止 し、山陰道 を通 って東上す る ことに決 めた。二十九 日出発 し、翌三十

7



日朝、須佐海岸 に着 き、 ここで漁舟 に分乗 して浜 田をめざしたが浪荒 く、江崎ヘ

上陸 した。そ こへ前原党の家族が捕 らえ られ虐待 をうけ、諌早党 (木戸 の一派)

が明倫館 を占拠 した とい う噂が流れた。謙早党の放 つたデマだ ったが、 うかつ に

も信 じ込み、萩へ 引き返 した。そ こへ大阪、広 島の鎮台兵千二百名が到着 し、前

原党五百名 との間に銃撃戦が は じま り、叛乱軍は壊滅 した。前原 はなお も上京 し

よ うと、越ケ浜 を出航 し、十一月二 日、出雲の宇竜港へ着 いた ところを逮捕 され

た。萩へ送 られ、前原、奥平謙輔、山田頴太郎 (前原 の弟)、 佐世一清 (前原の

弟)ほ か三名が斬罪 にな った。

●大久保利通晴殺事件

明治十年の西南の役 のきなか、五 月に木戸孝允が病死 し、四 ヵ月後 の九月には

西郷隆盛が城 山で戦死 した。維新 の三傑でただ一人残 った大久保 も翌十一年五月

十 四 日、東京紀尾井坂で刺客 の襲撃 を うけ暗殺 された。刺客は石川県士族 島田一

部、同長連豪 ら六名で、首謀者は島田であつた。島田は忠告社千名の頭領であっ

たが、板垣退助 らの言論主義 にはあきた らず、暴 力主義の秘密結社 を組織 し、政

府要人を狙 つた。大久保晴殺 の 『斬好状』 には 「公儀 を杜絶 し、民権 を抑圧 し、

以て政治 を私す る其の罪一な り」 と断 じ、そ して 「有司専制の弊害 を改 め、民会

を起 こし、皇統 の隆盛、国家の永久、人民安寧 を致すべ し」 とい うものだった。

これ らテ ロ リス トはいずれ も青年士族であ り、木戸孝允、大久保利通、岩倉具

視 らを好魁視 し、大隈重信、伊藤博文、黒 田清隆、川路利良 らもまた許すべか ら

ざる巨魁 と見ていた。島田 らは西郷隆盛 の同情者で、新好状 にも 「昨年西南の事

起 こるに会 し一部 もとよ り西郷 の非理 を図るの反賊 に非ず して、而 して事端の起

こるは好吏輩の陰謀 に因るを審 らか に し旦夕、西郷等若 し亡ぼせ ば、国家前途の

事 は遂 に己む を知 る」 とある。西郷 の西南の役 による敗北 を惜 しみ、西郷 をそ こ

に追 い込んだのは大久保 一味の陰謀である と信 じて いる心境がよ く分か る。

島田 らは大久保暗殺後、宮 内省 に 自首 して出て いる。天子 の赤子 の泣訴す る形

態 として、彼 らの精神構造が うかがわれ る。

六人の判決 は、同年七月二十七 日、午前十時司法省臨時裁判所で行なわれ、六

人 とも斬罪であつた。即 日、市ケ谷監獄署 に送 られて斬首 された。 この事件 に関

係 して処罰 された者 は二十二名であった。

０
０


